
[事案 25-131] 入院給付金等支払請求  

・平成 26年 4月 23日 裁定終了 

＜事案の概要＞  

 約款に定める支払事由に該当せず入院給付金が支払われないことを理由に、その支払いを求

めて申立てのあったもの。  

＜申立人の主張＞  

 平成 10年に十二指腸乳頭部癌と診断確定され、入院・手術および切除部への放射線治療を

受けた（同給付金は、がん保険から給付済）。その後、術中照射に伴う門脈閉塞症の治療のた

め平成 15年 12月から平成 16年 4月までの間に、門脈閉塞症を原因とする空腸静脈りゅうの

治療のため平成 16年 4月から平成 17年 2月までの間に、断続的に複数回入院したが、初めの

3回の入院に対してしか給付金が支払われなかった。すべての入院が、がんの治療を目的とし

た入院であるので、全期間の入院給付金、在宅療養給付金を支払ってほしい。  

＜保険会社の主張＞  

 本契約の約款では、入院給付金の支払事由として、「がんの治療が必要とされ、その治療を

受けることを直接の目的として入院していること」と規定しているが、本入院では、がんの腫

瘍性病変およびがんの症状のいずれも認められてない。また、放射線治療における晩期有害事

象である門脈閉塞症、それを原因とする空腸静脈瘤を対象とした治療を目的としたものと認め

られ、がんの治療を目的とした入院ではないので、約款の支払事由に該当せず、申立人の請求

に応じることはできない。 

＜裁定の概要＞  

 裁定審査会では当事者から提出された申立書、答弁書等の書面の内容にもとづき審理を行っ

た。審理の結果、以下のとおり、申立内容は認められないので、指定（外国）生命保険業務紛

争解決機関「業務規程」第 37条 1項にもとづき、裁定書にその理由を明記し、裁定手続を終

了した。  

1. 当審査会では、がん保険の支払事由のうち「がんの治療を受けることを直接の目的とした

入院」とは、「がんそのものに対する処置、すなわち摘除手術や抗がん剤治療、あるいは放

射線治療、またはこれらの治療に伴い生命維持のために必然的に付随する処置（誰でも当

然に受ける処置）」と判断している。しかしながら、 本入院中に、悪性新生物そのものに

対する処置、またはそれに伴い生命維持のために必然的に付随する処置が施されたとは認

められないので、「がんの治療を受けることを直接の目的として入院している」とはいえな

い。 

2. また、がんの治療の結果、相当の可能性をもって生じる合併症については、生命維持のた

めに必要な処置であり、かつ、がんの治療と時間的に近接している処置であって、社会通

念上「がんの治療を受けることを直接の目的」とする処置と同視しなければ著しく不合理

である場合は、例外的に、前記約款の「がんの治療を受けることを直接の目的として」に

準じて取り扱うことが相当であるとも判断している。しかしながら、本件の発症は術後 5

年という長い年月を経ており、がんの治療と時間的に近接しているとは認められないので、

約款の「がんの治療を受けることを直接の目的として」に準じて取り扱うことが相当とま

では認められない。 


